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3 相生町風景



/ 

/ 

5 昭和前期の農村風景



4 築港工事

6 国鉄の高架化
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8 戦後の高架下



7 戦災の市街地

9 回復してきた市民生活



10 明日をめさ'す神戸
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一、

丹
新
修
神
戸
市
史
』
歴
史
編
は
、
「
自
然
」
「
考
古
」
、
「
台
代
」
「
中
世
ヘ
「
近
位
」
、
「
近
代
」
「
現
代
」
か

ら
な
る
が
、
こ
の
巻
は
第
四
巻
と
し
て
「
近
代
」
「
現
代
」
を
収
め
る
。

て
こ
の
巻
の
執
筆
分
担
者
は
、
巻
末
に

で
示
し
た
。

一
、
本
文
の
叙
述
は
原
則
と
し
て
、
常
用
漢
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
た
。

た
だ
し
、
歴
史
的
用
語
、
間

有
名
詞
、
引
用
文
な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
こ
の
原
則
に
よ
っ
て
い
な
い
。

一
、
本
文
の
叙
述
は
、
諸
氏
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
て
い
る
が
、

の
性
格
上
、

い
ち
い
ち
出
血
〈
止
を
示
さ
ず
、

巻
末
に
参
考
文
献
の
一
覧
安
掲
げ
た
。

た
だ
、
複
接
的
に
引
用
し
た
場
令
(
原
則
と
し
て
読
み
下
し
文
に
改

め
た
)
は
本
文
中
に
出
血
〈
を
記
載
し
た
。
新
聞
名
で
は
と
き
に
略
称
(
吋
神
戸
又
新
日
報
』
を
『
又
新
』
に
、

吋
神
戸
新
聞
』
を
『
神
戸
』
に
、
吋
大
阪
朝
日
新
開
』
を
『
大
朝
恥
に
、
可
大
阪
毎
日
新
聞
与
を
『
大
毎
』
に

な
ど
)
を
用
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
人
名
の
敬
称
は
す
べ
て
省
略
し
た
。

一
、
難
訓
ま
た
は
誤
読
の
お
そ
れ
の
あ
る
漢
字
は
、
各
章
の
初
出
の
と
こ
ろ
で
、

ふ
り
が
な
を
付
し
た
。
神
戸

市
内
の
地
名
の
読
み
は
、
基
本
的
に
は
神
戸
市
総
務
局
笹
政
諜
編
『
神
戸
市
町
名
一

(
一
平
成
一
一
一
年
)
に



ょ
っ
た
。

11 

、
文
中
の
写
真
、
園
、
中
一
誌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
し
番
号
を
付
し
た
。
こ
れ
ら
の
掲
載
と
提
供
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
関
係
機
関
、
団
体
な
ら
び
に
諸
氏
の
名
称
は
、
原
則
と
し
て
巻
末
に
掲
げ
た
。

一
、
史
料
提
供
・
協
力
者
の
一
覧
は
巻
末
に
掲
げ
た
。

一
、
本
文
中
の
年
月
日
は
原
則
と
し
て
そ
の
時
の
日
本
踏
に
よ
っ
て
い
る
。
た
だ
、
太
陽
暦
施
行
前
の
明
治
五

年
ま
で
は
日
本
瞬
間
と
西
暦
と
の
聞
に
若
干
の
ず
れ
が
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
そ
の
年
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
西
暦

年
を
(

)
内
に
日
記
し
た
。

一
、
度
量
衡
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
則
し
て
尺
貫
法
な
ど
で
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
巻
末
に
そ
の

換
算
表
を
付
し
た
。

一
、
本
文
お
よ
び
引
用
さ
れ
て
い
る
史
料
の
な
か
に
は
、
身
分
や
職
業
な
ど
に
関
し
て
、
当
時
の
差
別
的
名
称

で
記
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
差
別
の
歴
史
を
科
学
的
に
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
本
書
で
は
そ
の
ま
ま

掲
載
し
た
。

題

字

前
神
戸
市
長

宮

i崎

辰

雄



新
修
神
戸
市
史

盛
史
編
W

近
代
・
現
代

目

次

第
一
章

近
代
裳
明
期
の
神
戸

都
市
部
の
動
向
:
・

第
一
節

近
代
都
市
行
政
機
構
の
成
立
:
・

神
戸
事
件
と
神
戸
の
治
安
:
:
:

神
戸
市
計
件

ポ
リ
ス
の
整
備

2 

地
方
行
政
機
構
の
確
立

兵
隊
燥
の
誕
生
一
戸
籍
の
制
定

設
の
困
難
三
新
法
と
神
戸
区

ノ、

一
戸
籍
区
か
ら
行
政
区
へ

公
選
民
会
の
準
備

民
会
開

第
二
節

開
港
と
文
明
開
化

次目

皆
同
国
地
の
成
立
・

兵
庫
と
神
戸

. 

. 

-

Cコ

居
留
地
の
建
設

111 



第
一
一
一
節

第
四
節

2 

近
代
都
市
空
間
の
誕
生

lV 

市
街
の
形
成

都
市
行
政
の
計
図
化

都
市
の
地
帯
化

郊
外
問
題
と
都
市
の
膨
張

3 

文
明
開
化
の
生
活
と
文
化

文
明
開
化
の
上
陵
地

キ
ワ
ス
ト
教
の
拡
大

衣
食
伎
の
変
遷
教
育
の
近
代
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展

キ
ヲ
ス
ト
教
と
家
庭
道
徳
仏
教
の
一
件
興
淡
川
神
社
の
創
建

都
市
行
政
の
展
開
と
自
由
民
権
運
動
・
:

都
市
行
政
の
肥
大
化

都
市
行
政
の
地
大

地
方
議
会
の
凶
難

一
戸
長
役
場
改
不
問
題

公
選
民
会
へ
の
要
求

神
間
県
令
と
森
岡
県
令

2 

自
由
員
権
運
動

民
権
運
動
の
形
成
交
鈎
社
の
影
響

明
治
十
四
年
政
変
の
影
響

森
問
削
除
令
と
交
一
調
社

交
拘
社
系
民
権
の
基
盤

3 

松
方
財
政
下
の

神

商
工
業
者
団
体
の
解
体

資
本
家
の
腐
敗

民
権
運
動
の
弾
圧
と
祭
政
の
変
質

神
戸

市
制
の
成
立

プ可

公
ゴ:l二

司王
宮~v.:-
J¥ 

の
要
求
の
拡
大

フ可

デ
フ
レ
下
の
神
戸

貧
困
問
題
と
公
共
事
業
要
求

2 

地
方
自
ごム
れ口

t!iIJ 
の
:杉
成

炉じ

て士コ



第
五
節

II 第
一
節

次日

地
ガ
自
治
の
精
神

結
成
へ

政
党
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン

大
同
防
総
遂
動
の
展
開

ム
以
滋
自
治
党
の

神
戸
市
政
と
都
市
計
画

初
j器
の
や11
p 
rl1 
A 
A 

F七z
-t::; 

神
戸
市
の
誕
生

初
期
市
会
の
特
質

市
民
の
排
他
意
識

初
期
の
市
会

2 

都
市
/、1
t、
共
事
業
要
求
の
形
成

市
政
と
食
慰
問
題

救
賓
と
公
共
事
業

3 

1資
極
財
政
主
義
「¥

の

「

転
J奥

ブu
Cコ

自
由
党
系
の
台
頭

続
穣
主
義
へ
の
め
ば
え

4 

選
挙
二子
渉
事
件

ブu
l2:E! 

水
道
事
業
と
労
働
問
題

第
二
凶
総
選
挙
と
村
野
山
人

市
民
の
公
共
事
業
へ
の
関
心

N 

3 

和11
F' 
市
民
の
形
成

ブし
プu

良
き
市
民
の
創
造

治
国
総
隊
と
ロ
シ
ア
般
紙

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
成
長

郡
部
の
動
向
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
. . . . . . . . . . . . . . . . 
. . . 
. . . . . 
. . . . . 
. . . . 
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一Cコノ、

維
新
変
革
と
地
域
社
会

穴

第

次
兵
障
u誌
の
成
ぷょ

只

維
新
以
降
の
行
政
管
轄
の
変
化

第
一
次
兵
庫
銀
の
村
務
統
治

近
世
の
組
合
村
の
継
続
と
そ

、ア



第
二
節

第
三
節

の
変
化

VI 

2 

地
域
社
会
の
動
揺
と
藩
・
県
の
対
応

------------------------------a--------------------------------------
一一一品

維
新
直
後
の
地
域
社
会
の
動
揺

宗
門
人
別
改
五
人
組
艇
と
戸
絡

不
認
な
状
況
へ
の
回
以
の
対
応

諸
税
制
似
の
窮
乏
と
そ
の
救
済

~廃藩置県後の地域社会の変化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一ニ八

f二1
1、官

よ
る
人
民
の
J也
握

壬
中
一
戸
籍
と
「
四
民
平
等
」
政
策

ww

徴
兵
令
の
制
定

一
円
裕
法
と
行
政
組
織
の
変
化

「
凶
民
平
等
L

政
策
の
阿
世

2 

大
眠

症
t1;リ
期
の
地
方

政

-[ゴ

兵
隊
燥
の
一
九
阪
制

区
の
運
営
の
あ
り
方

兵
庫
県
の
地
方
民
会

飾
磨
県
の
大
区
小
区

3 

IEI 
明
石
藩
領

お
け
る
騒
動

P-B 
プし

災
租
納
入
方
法
の
変
化
第
一
小
阪
・
第
二
小
区
で
の
騒
動
第
三
小
区
で
の
一
戸
長
へ
の
疑
惑

の
肱
大
第
三
小
区
で
の
騒
動
の
経
過
飾
熔
県
の
地
方
制
度
改
本
飾
際
燥
の
地
方
民
会

地
租
改
正
に
よ
る
町
村
運
営
の
変
化
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一

地
租
改
正
に
よ
る
町
村
運
営
の
変
化
・
:
:
:
・

兵
隊
県
の
地
租
改
一
一
止
の
特
質

町
村
の
運
営
の
変
化

地
税
改
正
前
後
の
町
村
合
併

2 

利似税協議権即応惣と会議方式の浸透・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一完



第
四
節

第
五
期

次日

会
議
方
式
の
浸
透

秘
税
協
議
機
思
想
の
浸
透

地方一一一新法形成と郡部の動向・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一芸

地
方

新
法
の
成
ムL

-・・・:一七七

地
方
三
新
法
の
成
立

町
村
会
の
運
営

部
役
所
の
設
絞

一
一
一
新
法
下
の
町
村

一
一
一
新
法
に
よ
る
町
村
会

2 

述
メ弘
口

H汀
村
戸
長
役
場
制
の
展
開

プじ

明
治
十
三
年
の
述
ム
同
町
村
一
戸
長
役
場
制

要
求

単
独
一
戸
長
役
場
制
の
併
用

戸
長
役
場
分
離
な
ど
の

'ち

，) 

ノ¥
ふょ、

共
ヰF
務
の
渓
防1

ブじノ、、

小
学
校
教
育

衛
生
・
治
安
・
通
信

郡

部

の

自

由

民

権

運

動

と

明

治

十

七

年

の

地

方

制

度

改

正

・

照
s、
コ"
の
設
i註
と
自
治
権
拡
大
要
求

宍

一
一
一
新
法
に
よ
る
県
会
の
開
設
県
会
に
お
け
る
地
方
自
治
紘
大
要
求

政
治
運
動
地
方
自
治
と
間
家
に
つ
い
て
の
構
想

交
一
商
社
・
改
進
党
系
の

2 

明
治

四
年
数
71J;' 
Pι 

後
の
よ民
政

山ノ、

政
治
状
況
の
変
化
運
動
へ
の
弾
圧
と
懐
柔

動

自

由

党

の

浸

透

松
方
デ
フ
レ
の
進
行

耕
岬
幌
府
県
一
得
設
置
の
運

3 

明
治
一十
，む

年
の
地
方
制
!支
改
正

33: 

Vll 



第
六
節

第
二
章

第
一
節

明
治
十
六
年
の
一
戸
長
役
場
制
度
の
改
正

村
人
笠
松
方
デ
フ
レ
下
の
地
域
運
営

町
村
会
と
連
合
町

V1l1 

明
治
十
七
年
の
地
方
制
度
改
正

都
役
所
と
一
戸
長
役
場
機
構
の
務
備

市
制
町
村
制
の
施
行
と
行
政
村
の
成
立

市
11jl] 
町
村
制
の
施
行

プu

明
治
地
方
自
治
制
と
そ
の
理
念

員
選
挙
方
法
と
町
村
会
の
機
能

市
域
に
お
け
る
町
村
制
の
施
行
過
程

議

新
し
い
町
村

2 

行
政
村
の
成
立

主主

行
政
村
形
成
を
め
ぐ
る
紛
争
周
辺
農
村
の
綴
入
を
め
ぐ
る
動
向

功
務
と
委
任
事
務
行
政
村
と
部
務

新
町
村
の
役
場

国
有

近
代
都
市
神
戸
の
発
展

日
清
戦
争
と
神
戸

戦
争?
と
市
民

ア可ノ、

対
外
硬
派
と
第
三
回
総
選
挙

戦
争
と
市
民

間
照
会
選
挙

対
外
硬
派
の
巡
動

戦
時
下
の
第
四
回
総
選
挙

2 

戦
争
と
経
済

ペゴ
ペコ

貿
易
の
不
調

，、
J 

ノ、

ワ
イ

移
民

ペエ
プ℃



第
二
館

J欠

第
三
節

自

移
民
会
社
の
統
出

都
市
改
造
の
進
展

築
港
問
題

ノ1

税
関
拡
張
問
題

貿
易
業
者
と
商
業
会
議
所

兵
庫
部
の
商
工
業
者

築
港
問
題

2 

市
街
電
鉄
問
題

f、
ブu

摂
津
電
気
鉄
道
計
爾

阪
神
沼
気
鉄
道
計
筒

市
内
定
気
鉄
道
計
翻

3 

日
清
i淡
後
の

「

大
事
業
」

上
水
道

運
河
開
削

兵
庫
海
岸
畑
仕
め
立
て
問
題

淡
川
改J
修

4 

都
市
改
造

プu
プu

学
区
と
談
税
問
題

新
市
街
と
都
市
基
捻
獲
備
計
図

都
市
財
政
の
問
題
点

コ

笛

業
税
反
対・
連
動

営
業
税
法
の
制
定

営
業
税
反
対
運
動

6 

都
市
の
政
、冶

Cつ

予
選
体
制
の
成
立
神
戸
市
・
険
浜
市
の
特
色
実
業
中
立
会
の
設
立
新
市
会
と
市
長
選

出
問
題
第
七
回
総
選
挙
と
神
戸
地
税
増
徴
問
題
と
神
戸
市
第
九
回
総
選
挙
と
神
戸
市

戦
時
下
の
第
六
回
市
会
選
挙
第
一

O
回
総
選
挙
と
神
戸
市

内
地
雑
居
問
題

-
-= 
cコ

神
戸

と
ア
ジ
ア

cコ

lX 



第
四
節

第
五
節

幣
制
改
不
問
題
と
神
戸

貿
易
構
造
と
神
戸

X 

2 

神
戸
の
労
働
者

神
戸
労
働
株
式
会
社

労
働
人
口
の
特
色

3 

条
約
改
正

内
地
雑
居
問
題

日
露
戦
争
と
神
戸
:
:

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一一ブu

i蹴
今年
と
神
戸
経
済
界

開
戦
予
想
と
貿
易

調
戦
後
の
貿
易

2 

i成
争
と
市
民

区到

開
戦
を
予
期
す
る
世
論
簡
佼
・
窓
僚
応
募
・
軍
資
献
納
運
動

争
と
地
方
財
政
市
長
と
市
参
事
会

排
外
主
義
と
祝
賀
会

ì~ 

3 

講
和
反
対
騒
擾

講
和
を
め
ぐ
っ
て
諮
和
反
対
市
民
大
会
の
準
備

問
題
市
民
大
会
と
暴
動

湊
川
神
社
伊
藤
博
文
銅
像
事
件

2
1
 

国
銅
器
不

4 

坪
野
市
長
辞
任
と
水
上
市
長
の
就
任
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
去
芙

避
病
院
問
題
と
坪
野
市
長
辞
任

水
上
市
長
の
政
広
場

神
戸
の
「

民
本
主
義
L 

ア『

公
民
会
の
市
政
改
2存
運
動

ア句



第
六
節

次日

立
滋
悶
民
党
と
娘
、
市
の
政
界

公
民
会
の
結
成

の

Jコ
の
選
挙

亡とエテ

フ可ノ、

大
阪
市
の
市
政
改
革
運
動
と
神
戸
市

2 

明
治
四
十
一
ユ

市
会
半
数
改
選

政
治
の
変
化

立
滋
悶
民
党
支
部
の
発
足

衆
議
院
補
欠
選
挙

原
敬
の
危
機
感
と
都
市

3 

第

次
i護
滋
運
動

ノ、
Cコ

明
治
問
十
五
作
の
政
治
状
況
公
民
会
と
中
立
派
の
縫
欽
政
友
会
の
挽
悶
策
ー

の
挽
凶
策
E

衆
議
院
選
挙
と
市
民
会
の
結
成
明
治
四
十
五
年
衆
議
院
総
選
挙

政
治
状
況
増
師
問
題
と
政
党
問
民
党
の
分
裂
神
戸
立
滋
脊
年
会
の
結
成

選
出
議
員
の
動
向
東
京
の
暴
動
小
寺
・
横
田
邸
襲
撃
事
件
寧
隊
出
動
問
題

内
閣
成
立
と
神
戸
政
界

兵都政
仏i廊 r!i友
木県の会

単
一
記
投
開
市
・
総
改
、
選
の
結
果

大
正

年
の

ぷ与
コ日

総
選
挙

4 

ス
ラ
ム
の
形
成

改
善
遂
動
の
開
始

ス
ブ

ム

関
;m 

佐耳

ζコ
ァ可

-コ

「
下
回
社
会
」
の
生
活

部
制
の
施
行
と
地
方
改
良
運
動
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
虫
一

都
11]1] 
の
施
行

庇耳

府
県
制
部
制
の
特
質
遅
れ
た
府
県
制
郡
制
施
行
郡
制
施
行
ま
で
の
郡
の
運
営

の
都
制
施
行
準
備
林
間
村
・
淡
村
な
ど
の
神
戸
市
へ
の
編
入
部
制
の
施
行

制
の
改
正
郊
の
地
域
運
営
上
の
位
絞

兵
開
仲
間
欣

府
県
制
郡

Xl 



第
三
章

第
一
節

2 

明
石
郡
に
お
け
る
地
方
改
良
運
動
の
展
開
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
由一一蕊

Xll 

一
一
一
輪
郡
長
の
赴
任
と
明
石
郡
町
村
山
自
治
体
系
都
育
年
会
の
組
織
一
戸
主
会
の
設
立
都
町

村
自
治
内
容
車
中
台
祭
の
開
催
地
域
秩
序
の
動
揺
と
利
害
対
立
の
激
化
地
方
改
良
述
動
の
夜

間
捌
と
町
村
制
の
改
正
「
山
本
」
概
念
に
よ
る
地
域
運
営
の
限
界
勧
業
政
策
の
進
展
行
政

の
整
備
・
充
実

第
一
次
大
戦
後
の
神
戸

都
市
計
画
と
公
共
事
業
の
伸
展
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
由
四
六

f云f:r
勺.マ

次
大
戦
後
の
村j
戸

gs 
区百

市
の
膨
張
発
展
と
社
会
諮
問
題

財
政
問
題
と
政
治
の
動
き

2 

の
膨
張
と
交
通
」三L
身:l.

の
i治
大

医ヨ
区町ノ、

市
の
膨
張
と
交
通
滋

将
来
の
交
通
設
の
予
想

o 
J 

都
市
計
画
の
進
展

市
区
改
正
調
査
委
員
会
と
諸
計
開
都
市
計
商
法
と
都
市
計
画
委
員
会
神
戸
市
都
市
計
厨
の

諸
構
想
都
市
計
断
区
域
の
設
定
と
地
域
指
定
都
市
計
商
街
路
網
の
決
定
と
そ
の
他
の
計
画

4 

者'11
市
計
画
と
市
j或
拡
張

Iz:t! 

須
磨
町
の
編
入

東
部
三
町
村
の
一
納
入

5 

都
市
計
画
卒
業
と
関
連
卒
業
の
展
開
:
:
:
・

j
i
-
-

-・・・・・四七(〕

道
路
の
新
設
拡
張

市
町
叫
の
延
長

土
地
区
簡
整
理
組
合



第
二
節

次日

6 

国
鉄

私
鉄
問
題
と
築
港
4tf. 
業

区ヨ
イゴ
ノ、

市
内
縦
貫
鉄
道
(
国
鉄
)
改
良
問
題

築
港
事
業
の
進
行

私
鉄
梁
入
れ
問
題

7 

市
営
の
電
気
供
給
事
業
と
水
道
事
業
:
:
:
:
:
:

電
気
供
給
事
業

水
道
事
業

下
水
道
の
遅
れ

8 

都
市
青j-
酪
J¥  

の
提

と
批
判

区百
プu
B. 

長
知
事
の
回
想

兵
隊
県
都
市
研
究
会

都
市
計
図
官
僚
と
そ
の
支
援

市
民
の
戸

学
反
一
の
統

と
地
域
住
民
組
織
の
動
向

ヨヨL
Cコ
ヨヨ己

各
広
の
人
口
増
加
の
特
徴

ヨヨ己
o 
ヨヨ己

人
口
の
品
川
加

労
働
者
人
口
の
構
成

2 

戸ふζ
寸 4

区
統

問
題

丘三
Cコ
プu

学
区
の
成
立
学
区
制
下
の
教
官
同
学
区
間
格
援
の
橋
大
越
境
通
学
者
の
増
加

初
等
教
育
の
変
容
の
兆
し
神
戸
市
の
実
業
補
期
間
教
育
補
習
教
育
の
妥
諮

学
区
と
補
調
印
教
育
学
区
統
一
の
過
程

3 

，>U， 
寸崎

区
統

後
の
教
育

主主

医耳

学
区
統
一
後
の
初
等
教
古
河

尚
子
区
統
一
後
の
檎
沼
教
育

4 

神
戸
市
青
年
間
の
成
ムム

-
-
-
Z
2
0
 

神
戸
市
青
年
間
の
起
源
向
儲
戦
争
後
の
青
年
間
同
業
組
合
型
青
年
間
神
戸
市
述
合
青

年
間
単
位
青
年
間
の
実
態
単
位
青
年
回
目
設
立
の
背
景
修
養
問
思
想
と
青
年
間

Xll1 
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一
ニ
節

第
四
節

5 

保
尿
汲
取
と
衛
生
組
合
・

主主
花H

瓦lV

衛
生
総
合
の
設
立
明
治
三
十
三
年
の
間
関
尿
騒
動

取
の
停
滞
探
成
汲
取
の
市
営
化

日
蔭
戦
争
以
降
の
衛
生
総
合

康
成
汲

6 

在
郷
軍
人
会
:

.......... ----------一品四日

在
郷
軍
人
会
の
結
成

大
正
期
以
降
の
変
化

社
会
運
動
と
社
会
政
策

米
騒
動
と
社
ム
-;A 

政
策

大
戦
好
況
と
生
活
の
変
化
米
価
暴
騰
と
「
窮
民
」
の
立
上
が
り
社
会
政
策
の
開
始
地

域
改
善
事
業
生
活
ス
タ
イ
ル
の
自
覚
と
社
会
政
策
労
働
運
動
の
転
換
川
崎
造
船
所
、
労

働
者
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

2 

生
活
改
古色
も，-

運
動
の
展
開

ヨヨ乙
フ尺ミ:
g耳

戦
後
不
況
と
失
業
問
題
大
正
十
年
の
争
議

問
題
部
落
解
放
運
動
と
生
活
改
善

生
活
改
詳
述
動
の
展
開
と
住
宅
問
題

湯
屋

3 

労忠、
(政J j;H、

富2
の繁

華花
化

ヨヨ己
ーとゴ
ペコ

金
融
恐
慌
と
失
業
問
題

市
財
政
の
構
造
と
そ
の
変
化
------------------------------e-------------------------------------------

失ニ

財
政

収
入
の
変
化
の
概
要

「
普
通
経
済
」
と
「
特
別
経
済
」

財
政
収
支
の
概
要



第
五
節

次日

2 

電
気
事
業
費
と
水
道
卒
業
費
・

-・・・・・五八七

電
気
事
業
費

市
電
車
業
の
困
難
化

水
道
事
業
後

3 

都
市
計
商
事
さ(¥全
労ミと

費

第

期
・
第
二
期
事
業
後

第
一
一
一
期
事
業
計
闘
の
困
難

4 

市
費
(
一
般
会
計
)
の
変
化

歳
出
の
変
化

公
債
の
収
支

言。

公
議
事
業
と
繰
入
金
問
題

公
設
主
義
を
め
ぐ
る
対
窓

無
産
政
党
の
公
共
料
金
値
下
げ
運
動

繰
入
金
問
題
と
ノ、I
ぷヘ

共
料
金
問
題

フ吋
Cコノ、

5 6 

橋
税
を
め
ぐ
る
政
治
的
対
立
:
:

税
収
入
の
構
成
と
変
化

和
初
年
の
増
税
反
対
運
動

増
税
を
め
ぐ
る
政
治
的
対
立

都
市
の
事
業
の
拡
大
と
増
税

昭

特
別
市
制
運
動

特
別
市
部
運
動
の
経
過

特
別
市
制
へ
の
条
件
の
成
立

昭
和
初
年
の
神
戸
市
の
動
き

神
戸
市
の
特
別
市
制
運
動

ム
ハ
大
都
市
の
運
動
と
中
央
の
動
向

2 

特
別
市
舗
を
め
ぐ
る
問
題
点

一
一
霞
一
時
血
管
問
題
警
察
権
移
管
問
題
と
市
長
官
選
・
公
選
問
題

自
治
発
展
上
の
問
題
点

特
別
市
制
を
め
ぐ
る
県
と
市

六一回
六一百一

六
思
(
〕

xv 



第
六
節

3 

「
神
戸
市
繁
栄
策
」

藤
原
米
造
の
「
神
戸
市
繁
栄
策
」

都
市
の
自
立
の
図
難

XVl 

諸
党
派
の
動
向
と
各
級
選
挙
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
詩
。

衆
議
院
議
員
選
挙
と
令
党
派

派
の
地
燥

政
界
再
編
と
県
議
の
動
向

衆
議
院
議
員
選
挙
と
県
会
議
員
選
挙

ア可
夜H
Eつ

非
政
友
各

氏
支
会
と
県
議
選

神
戸
品
川
日
選
連
盟
の
活
動

大普
手通
J¥選

九き
2義
主干 の
選民

苦闘
の

揚

rとE!
Fヒ7

2 

政
界
革
新
勢
力
の
台
頭
と
無
産
政
党
の
成
立
・
:
:

3 

既
成
政
党
批
判
勢
力
の
台
頭
脱
明
会
の
活
動
神
戸
愛
関
青
年
党
の
活
動

神
戸
支
部
神
戸
立
怒
青
年
会
滋
政
会
支
部
の
動
き
立
慾
輿
民
会

化
政
治
研
究
会
神
戸
支
B

部
労
働
此
泌
氏
党
支
部
社
会
民
衆
党
支
部

加
は

実
業
同
志
会

労
働
者
の
組
織

日
本
労
曲
政
党
支

4 

m 
A :z;;: 

議
員
選
挙
と
A :z;;: 

派
の
動
向

フ可
イゴ
cコ

選
挙
方
法
と
そ
の
変
化

市
長
の
鈴
衡
を
め
ぐ
っ
て

市
会
議
員
選
挙
大
一
北
十
年
の
市
議
選

市
会
派
の
政
党
化
初
の
品
川
日
選
市
議
選

大
医
十
四
年
の
市
議
選

新
し
い
市
会



第
四
章

第
一
節

第
ニ
節

次日

一
五
年
戦
争
下
の
神
戸

経
済
の
発
展
と
国
際
海
港
都
市
神
戸
の
形
成
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
会

昭
和
恐
t慌

と
神
戸

経
済

フ可ノ、

慢
性
不
況
下
の
神
一
戸
経
済
昭
和
恐
慌
の
影
響
恐
慌
か
ら
の
脱
出

民
日
中
全
面
戦
争
の
勃
発
と
神
戸
経
済
中
小
工
業
の
動
向

重
化
学
工
業
化
の
進

2 

貿易の発展と間際海港都市神戸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・七口一一一

外
国
貿
易
の
動
向

輪
出
貿
易
の
特
徴

歯
人
の
動
向

神
戸
港
貿
易
の
動
向

輸
入
貿
易
の
特
徴

ア
ジ
ア
貿
易
の
発
展

国
際
都
市
化
の
逃
段

貿
易
構
造
の
特
徴

港

湾

の

猿

備

在

留

外

都市政治構造の変容と再編・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・宝穴

昭和恐協以降の地域社会の変容------------------------------------------------------------------・・・七ニ穴

昭
和
八
年
の
市
会
選
挙

昭
和
初
期
の
住
民
位
裕

2 

青
年
間
の
再
編

イゴ

Cコ

昭
和
期
の
青
年
間
単
位
背
年
間
の
リ
ー
ダ

i

市
述
背
の
活
動
青
年
間
規
制
舷
の
改
正

市
の
青
年
間
指
導
方
針
絞
済
更
生
運
動
と
青
年
間
壮
年
間
の
結
成

3 

衛
生
組
メ込
I=l 

0コ
変
化
と
行
政
E 

-t:t 
区E
Cコ

問
問
尿
汲
取
料
問
題
と
衛
生
組
合

XVll 

俗
生
組
合
の
法
人
化
問
題

神
戸
市
従
業
員
総
合
と
無
産
政



第
三
節

第
四
鮪

弘U

冗」

行
政
区
と
選
挙

森
一
水
町
の
編
入

XV1l1 

衛
生
組
合
か
ら
町
会
へ

行
政
区
の
設
践

者1)

老1:
メL
ヱス

矛
盾
の
顕
在
化

反
百
貨
路
運
動
と
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

l
の
政
治
活
動
・

都
市
中
小
商
工
業
問
題
の
顕
在
化
小
売
尚
の
危
機
的
状
況
神
戸
市
小
売
商
組
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